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A b st r a ct

T b e p u r p o s e o f t h i s s u r v e y w a s t o cl a rif y t h e a s s o ci a ti o n b e t w e e n b l o o d g l u c o s e c o n t r o l

a n d s elf -

effi c a c y ( S E )
,
a s w ell a s a n x i e t y/ d e p r e s si o n

,
i n p a ti e n t s w it h t y p e Ⅱ d i a b e t e s m e ト

Iit u s
,
i n o r d e r t o e s t a b li s h g u i d eli n e s f o r di a b e ti c p a ti e n t s . I n 7 3 p a ti e n t s w it h t y p e 刀 di a b e -

t e s m ellit u s
,
t h e p o s sib l e a s s o ci a ti o n s b et w e e n t h e h e m o g l o b i n A 1 c ( H b A 1 c) l e v el a n d

a n x i e t y/ d e p r e s si o n a n d b e t w e e n t h e H b A 1 c l e v el a n d t h e f o ll o w i n g
3 S E it e m s w e r e e v a l u -

a t e d : 1 ) p o siti v e n e s s o f c o p i n g b e h a v i o r f o r th e d i s e a s e ( S E - c o p i n g) ,
2 ) e m o ti o n a l c o n -

t r o l o f t h e d i s e a s e ( S E -

e m o ti o n a l c o n t r ol)
,

a n d 3 ) r el a ti o n s h i p w ith t h e m e d i c a l i n s tit u -

ti o n ( S E
-

r el a ti o n s h i p) .

T h e H b A 1 c l e v el c o u l d b e s l g n ifi c a n tl y p r e d i ct e d b y S E -

c o p l n g a n d a l s o b y d e p r e s si o n ･

T h e s e r e s u lt s s u g g e st t h a t a n i n c r e a s e i n S E -

c o p l n g a n d a d e c r e a s e i n d e p r e s s i o n a r e u s e -

f u l f o r c o n t r o lli n g bl o o d g l u c o s e a t a p p r o p ri a t e l e v el s .

K e y w o r d s : s elf - effi c a c y , a n x i e t y , d e p r e s s i o n
,
h e m o g l o b i n A 1 c

,
t y p e Ⅱ d i a b et e s m ellit u s

は じ め に % 以上 と治療中 の もの 69 0 万人,
ヘ モ グ ロ ビ ン A

1 c 億 5 .6 % 以上 の も の を合 わせ る と 1 ,3 70 万人

199 7 年 に行わ れ た 厚生省 の糖 尿病実傑 調査
1 ) であ っ た .

こ の よう に多数の 糖尿病患者 の 治療 に

による と
, 対象者の うち ヘ モ グ ロ ビ ン A I c 値 6 . 1 は, 薬物療法だけで はなく食事療法や 運動療法な
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表 1 対象の 特性 ( N - 73)

性 男性 3 4 人

女性 39 人

年齢 2 8 - 8 9 歳 (6 2 . 6 ±1 4 .2 歳)

履病期間 1
.
1 - 43 .6 年 (1 0 . 3 ± 7 .8 年)

血糖 ( F B S ) 5 7 - 41 5 m g/ d l (1 77 士 72 m g/ dl)

ヘ モ グ ロ ビ ン A I c 値 ( H b A I c) 5 . 4 - 1 5 .2 % (7 .7 ±1 .4 % )

治療内容 イ ン ス リ ン 注射 31 人

内服薬 2 9 人

食事 ･ 運動療法 1 3 人

ど, 日常生活行動 の 修正が重要な役 割をも つ こ と

は い うまでもな い
. しか し,

こ れ ら の 治療 法をよ

り効果あるもの にする には
, 糖尿病患 者が治療を

積極的に受けとめ られ る心理的 ･ 社会的側面に目

を向ける必要がある . こう した心理 的状況 に つ い

て は す で に不 安 ･ 抑 う つ
,

ス ト レ ス と の 関

係
2 ト 4 )

に つ い て多く述 べ ら れ て い る が , 近年 に

は B a n d u r a
5) が提 唱 した社会 的認知理論 の 1 つ

で ある自己効力感( S elf - effi c a c y , 以下 S E) に注

目 し,
S E と糖尿病患者 の 血糖 コ ン ト ロ ー ル の 関

係 6) 7)
に つ い て も検討され て お り,

W a n g ら
8 )

,

C o r b et t 9)
,
s h o t rid g e - B a g g e tt ら

10 ) の報告が見 ら

れ る .

筆者も,
こ の B a n d u r a の 社 会的認知理論 に関

心をもち, S E と ヘ モ グ ロ ビ ン A I c ( 以下 , H b A I

c) 億 と の 関連 に つ い て調査 し, 対処行 動 ( c o p
-

i n g) に対して S E の 高 い 人は , H b A I c 億 が 良好

で ある こ とを報告 した
1 1)

.

今回は再度, 対処行動 ( c o p i n g) の S E に加 え

て , 情緒的 コ ン ト ロ
ー ル ( e m o ti o n al c o n t r o l) と

医療従事者 と の 信 頼関係 ( r el a ti o n s hip) に対 す

る S E
, お よ び不安 ･ 抑う つ と H b A I c 値 に つ い

て 調査 し, 若干 の 知見 が得 ら れ た の で 報告 する .

また
, その 結果をふまえて 臨床 の場 に おける糖尿

病患者 の療養指導 の あり方に つ い ても考察を加える.

対象と方法

用語の定義

S E と は, B a n d u r a
5) の 社会的認知理論で あり ,

｢ 人が ある 結果を生み 出すた め に必要 な行動を ,

どの 程度できるか と い う個人 の信念+ で ある と解

釈され て い る . B a n d u r a は こ の SE を ｢ 人は 自己

に対する期待を2 種類も っ て おり,

一

つ は ある行

動がある結果をもたらすと い う期待+ で あり , ち

う 一

つ は ｢ ある結果をもた らすた め に必要 な行動

を, うまく実践する こ と が で きる と信 じる こ と+

と分析 して い る .
こ の 概念を糖尿病患者 に あて は

め てみ ると
, た とえば ｢ 雨の 日 に も運動を行う こ

とができる+ , ｢ 同僚 に勧め られても飲酒を こ と わ

る自信がある+ , ｢ イ ン ス リ ン 注射は 自分 の 生活 の

一

部と し, 生涯 つ づ けて い く こ と が で きる+ 等 ,

どの ような状況にお い ても自己管理行動が とれ る

と い う信念と とらえる こ とがで きる .

1 . 対象

新潟大学医学部附属病 院に通院中 の Ⅱ型糖尿病

患者9 8 人に調査を依頼 し, 回答 を得 た7 3 人 ( 回答

率7 4 .5 % ) を対象と した . 対象者の性別 は男性34

人 , 女性39 人, 年齢は2 8 歳 - 89 歳 ( 平均 62 .6 ±

14 .2 歳) , 雁病期間は 1 . 1 年 - 4 3 .6 年 ( 平均 10 .3

± 7 .8 年) であ っ た . 空腹 時血糖値 ( F B S) は 57

m g/ dl
- 415 m gノdl ( 平均 177 ± 72 m g / dl) , H b A

I c 借は 5 .4 % - 15 .2 % ( 平均 7 .7 ± 1 .4 % ) であ

り, 治療内容に つ い て は
, 薬物療法60 人 ( イ ン ス
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ル の 関連

リ ン注射3 1 人, 内服薬2 9 人) , 運動 ･ 食事療法 の み

が13 人で あ っ た .

対象者73 人の 臨床的特性を表 1 に示す .

2 . 方法

1 ) 血糖 コ ン ト ロ ー ル の 指標と心理的 ･ 社会的

因子 の 測定

血糖 コ ン ト ロ
ー ル の 指標 と して は , H b A I c 値

を使用 した . 血糖 コ ン ト ロ ー ル に関与 して い る と

考えられ る心理的 ･ 社会的 因子 の うち , S E 測 定

に は, 2 000 年の 筆者ら
11) の 調査 に用 い た S E 自己

記入式質問票を使用し, S E - c o p i n g , S E
-

e m o ti o n a l

c o n t r o l
,
S E - r el a ti o n s bip の 3 項 目を 測定 し た .

S E 得点が高値 で ある ほ ど S E の 強 い こ とを示 し

て い る . 不安 ･ 抑う つ に つ い て は, 身体疾患を有

する患者 の 不安 と抑う つ を測定する自己記入式質

問票と して の Zig m o n d ら
1 2)

に よ る , H o s pit al

A n xi et y a n d D e p r e s si o n S c al e ( H A D) を使用し,

H A D -

a n xi et y , H A D -d e p r e s si o n の 2 項 目を測定

した .

2 ) 集計 ･ 分析方法

H b A I c 値 と S E ( 3 項目) お よ び H A D ( 2 項

目) の 質問項目と して測定した上 記5 項 目 の 各変

数と の 関連 に つ い て S p e a r m a n 相関係数を算 出

した ･ 次に H b A I c を従属変数 と し, S E - c o pi n g ,

S E -

e m o ti o n al c o n t r ol
, S E -

r el a ti o n ship ,
H A D -

a n xi e t y , H A D - d e p r e s si o n を説明変数として 重回

帰分析を行 っ た . 従属変数を予測する 説明変数と

した ときの重要度 は, 標準偏回帰係 数βと し て 算

出した . また
,
S E 下位尺度間の 関連に つ い て も検

討 した . その 他 ,
H b A I c 備 に影響を及 ぼす と考

えられ る性差, 年齢, 雁病期 間 の 各因子 に つ い て

も分析した .

統計解析 には S P S S ( V e r .ll) を使用 し, 危険率

p < 0 .05 を有意と した .

倫理的配慮は, 外来受診時に対象者 に筆者 が面

接 し, 調査 の 趣旨を説明, 同意を得た 上 で 郵送 に

よ る調査を行 っ た . 自己記述 質問票は表 2 , 表 3

に示す .

表 2 S elf - erfi c a c y 尺度

4 3

Ⅰ 疾病 に 対す る対処行動 の 積極性 (S E - c o p i n g)

①食事制限 に つ い て の 自己管理がで きる

②薬 に頼りきり で なく
,
自分 の 健康を保 と うと自分

で 努力 で き る

③規則正し い 生活を送 る こ とが で き る

④医師や 看護婦な どが言 っ た こ とを守 る こ と が で

きる

⑤自分 の 体 に気を配 る こ とが で き る

Ⅱ 健康に対す る情緒的 コ ン トロ ー

ル ( S E _ e m o ti o n
_

a l c o n t r o l)

① い や な気持ち に な っ て もすぐ立ち直れる

②自分 の 病気 に つ い て く よ く よ しな い で い る こ と

が で きる

③自分 の 感情を コ ン ト ロ ー

ル で きる

④体調が よくなく て も落ち込まず に い る こ と が で

きる

⑤自分を客観的 に見 つ め る こ とが で き る

⑥自分 の 病気 に 関す る こ と は す べ て 受 け い れ る こ

と が で き る

⑦自分 の 病気は かならず よ い 状態 に な る と 信ず る

こ とが で き る

Ⅲ 医療機関と の 信頼関係 ( S E - r el a ti o n s h i p)

Q)現在 の 主治医を信頼で きる

②病気 に必要な検査 は続けて 行う こ とが で き る

③病気に つ い て 分 か らな い こ と が あれ ば
,
気軽 に 主

治医 に尋ね る こ とが で きる

④病気の 悪化を防ぐた め に 定期的 に 治療 を受 け る

こ とがで きる

⑤自分 は 病気 に 負けな い で
,
前向きに 生活 して い く

こ と が で きる

結 果

I . H b A I c 億と S E , H A D の相関関係の分析

H b A I c 億と S E 3 項目, H A D 2 項 目 の 各変数

と の S p e a r m a n 相 関係数を表 4 に示す .

H b A I c 値 と S E -

c o p i n g は弱 い 正 の相関傾向が

み とめ られ た ( r - 0 . 200 , p
- 0 .092) . 他 の 4 項 目,

S E - e m o ti o n al c o n t r o l , S E - r el a ti o n ship ,
H A D -

a n xi e t y ,
H A D - d e p r e s si o n に つ い て は有意な関連

は認め られ なか っ た .
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表 3 H o s p it a l A n x i e t y a n d D e p r e s si o n

( H A D ) 尺度

①緊張感を感 じる こ とが多 い で すか

②以前楽し ん で い た こ とを今で も楽しめ ますか

③何か ひ ど い こ と が 今に も起 こ りそう な恐 ろ し い 感

じが す る こ と が あります か

④笑 っ た り,
い ろ い ろ な こ と の おも しろ い 面 が 理解す

る こ と が で きますか

⑤悩 み ご とが よく心 に浮 か び ます か

⑥毎日 楽しく過 ご して い ますか

⑦ゆ っ くりと く つ ろ ぐこ と が で きますか

⑧考え た り
,
行動した りす る ス ピ ー ドが 遅くな っ て い

る よ う に感じますか

⑨何か こ わ い よ うな感じが し て 胸 が ど き ど きす る こ

と が ありますか

⑲自分 の 身なり に注意を は らわ なくな っ て い ますか

⑪な ん と なく落ち着か なく て
,

い つ も動きまわ っ て い

た い ような感 じ で す か

⑫将来 の こ と を楽しみ に して い ますか

⑬急 に不安 に お そ わ れ る こ と が ありますか

⑲良 い 本や ラ ジ オ
,
テ レ ビ の 番組な どを楽しめ ますか

表 4 H b A I c 値 と S E 尺度
,
H A D 尺度 の 相関

H b A I c 値

r p

S E
-

c o p l n g 0 .
2 00 3 0 . 09 2

S E - e m o ti o n a l c o n t r o l 0 .1 60 3 0 .1 82

S E - r el a ti o n s h i p 0 .1 67 6 0
.
1 62

H A D -

a n x i e t y 0 .
1 6 91 0 .1 6 8

H A D - d e p r e s si o n 0 .0 1 55 0 . 899

r : S p e a r m a n
'

s c o r r el a ti o n c o effi ci e n t s

p : p V a l u e ( 危険率)

2 . H b A I c 価と SE , ⅢA D の重回帰分析

従属変数を H b A I c 値, 説明変数を S E - c o p i n g ,

S E - e m o ti o n al c o n t r ol , S E - r el a ti o n ship ,
H A D -

a n xi e t y , H A D -d e p r e s si o n と して 投入し重回帰分

析を行 っ た結果を表5 に示す .

R
2
( 決定係数) - 0 .

26 7 より, 寄与率26 .7 % で ,

H b A I c 値を最も有意に予測する説明変 数は S E -

c o pi n g で あり ( β - 0 .52 88 , p
- 0 .0 001) , 次 い で

表 5 H b A I c 値 と S E 尺度
,
B A D 尺度 の 重回

帰分析

独立変数

従属変数

H b A I c 値

β p

S E - c o p l n g
0 .5 28 8 < 0 . 00 01

S E - e m o ti o n a l c o n t r ol 0 .1 8 87 0
.
1 9 1 0

S E -

r el a ti o n s h i p 0 .0 91 1 0 .5 64 8

H A D -

a n x i e t y
0

.
1 7 52 0 .1 66 6

H A D - d e p r e s si o n - 0 . 41 09 0 .0 06 5

R
2 0 .2 67

β : st a n d a r d i z e d c o effi ci e n t s (標準偏回帰係数)

R
2

: c o effi ci e n t s o f d et e r m i n a ti o n ( 決定係数)

p : p v al u e ( 危険率)

表 6 S E 尺度間 の 相関

独立変数

従属変数

S E - c o p l n g

r p

S E _ e m o ti o n al c o n t r o l 0 .4 1 5 < 0 .0 01

S E -

r el a ti o n s h i p 0 .6 5 4 < 0 . 001

r : S p e a r m a n

'

s c o r r el a ti o n c o effi ci e n t s

p : p v a l u e ( 危険率)

H A D - d ep r e s si o n で あ っ た ( β - - 0 ･410 9 , p
-

o .oo 65) . 他 の 3 項目, S E -

e m o ti o n al c o n t r ol , S E -

r el a ti o n s hip ,
H A D - a n xi et y に つ い て は統計学 的

に有意な関連は認め られ なか っ た .

3 .
S E 下位尺度間の 関連

s E -

c o pi n g と S E - e m o ti o n a l c o n t r ol お よび S E -

r el a ti o n s bip と の 間には, それ ぞれ 有意な相関を

認め た ( r - 0 .415 , p < 0 .001 , r
- 0 .65 4 , p < 0 ･001

: 表 6 ) .

なお , 表には示さなか っ たが ,
S E

,
H A D と性差,

年齢お よび雁病期 間と の 間には特 に有意な関連は

み られ なか っ た .

考 察

今回の 調査で は, Ⅱ型糖尿病患者 にお ける血 糖
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コ ン ト ロ ー ル に対する S E およ び不安 ･ 抑う つ と

の 関連を検討 した . その 結果 , 血 糖 コ ン ト ロ
ー ル

には心理的 ･ 社 会的 因子で あ る S E -

c o p i n g が最

も大きく影響して い た . 臨床的 に は
, 糖尿病患者

の S E -

c o pi n g 能力を高め
, 日常生活上 でお こ る ス

ト レ ス をは じめとす る心理的 ･ 社会的因子を コ ン

ト ロ ー ルす るため の 支援が重要 で ある こ とを示唆

して い る もの と考え られ る .

以下, 糖尿病管理と S E およ び不 安 ･ 抑う つ と

の 関係 に つ い て今回の 調査 により得られた結果を

解析 し, さ らに糖尿病患者 の療養指導の あり方 に

つ い て考察を加える .

1 . 調査結果か らみ た考察

今回調査 した S E - c o pi n g , S E - e m o ti o n al c o n -

t r ol , S E - r el a ti o n sbip の 3 項 目に つ い て は
, S E -

c o pi n g が H b A I c 値と直接的 に関連す る と い う

結果 であ っ たが , S E I

C O p i n g と S E - e m o ti o n al c o n -

t r ol お よび S E - r el a ti o n ship と の 間には互 い に強

い 相関が認め ら れ た こ と か ら , こ れ ら S E 3 項目

は相互 に関連 しあ っ て H b A I c 備 に影響をお よ

ぼ し て い るもの と考えられた . 糖尿 病患者 の 自己

管理状況 と S E と の 関係に つ い て は
, 慢性疾患患

者 にお ける S E 13)
, 血糖 コ ン ト ロ ー ル と S E 6 ) と の

関係な どが報告され ,
こ れ ら の 間に密接 な関連が

ある こ とが 明らかにな っ て い るが, 今回の 調査結

果も基本的に こ の ことを支持するもの であると い

える .

今回 の調査 結果を詳細 にみ た場合 , S E - c o pi n g

が H b A I c 値と 統計学的 に最も密接 に関連す る

と い う結果で あ っ た が, こ の こ と は
, ｢ 食事制 限に

つ い て自己管理が できる+ , ｢ 医師や 看護婦な どが

言 っ た こ とを守る こ と が で き る+ , な どと い っ た

S E -

c o pi n g に 関する質問項目が患者に求め られ る

自己管理行動 に対する C o m p li a n c e と強く関連す

る内容であ っ た ことが 影響 した もの と 思わ れ る .

こ の こ と は, 食事療法の 自己管理と生 活 の 満足 度

に介入する こ とが S E と自己規制 を増大する と の

報告14) を支持す る もの と も判 断さ れ る結果 で あ

る . また , S E と はある行動信念に関して は非常 に

特異的であるが
, ある行動信念 に関して は非特異

的である
15) と い う基本 的な特性 が ある こ と が知

られ て い る . 糖尿病患者 の 自己管理行動 で 最 も

S E に関与する部分は食事とイ ン ス リ ン 注射で あ

り, その 他の 行動 で はむ しろ S E は低 い と い う報

告16)
はその

一

例で ある . すなわち , 糖尿病患者の

自己管理行動 は, い く つ か の S E が複雑 に関連 し,

一 連 の行動と して現れ るもの と推測される . 実際,

臨床 に お い て も , 変化 す る 状 況 に対 す る 対 処

( c o p i n g ) はもちろ ん, ス ト レ ス をは じめと した感

情の コ ン ト ロ
ー

ル ( e m o ti o n al c o n t r ol) , 医療職

者と の 人間関係 ( r el a ti o n s hip) も糖尿 病 の 管理

に重要な こ とは実感さ れ ると こ ろで ある .

次に , 今回の調査では
, 抑う つ も血糖 コ ン ト ロ ー

ル に関連する こ と が示唆され た . 糖尿病患者 は
一

般的に抑う つ 傾向にあり, 特 に合併症 が 出現す る

とそ の 傾向が強くなる と い う 報告
3 )17) 18 ) が ある .

また , 抑う つ と S E と の 関係 に つ い て は, ｢ 気分 は

S E を判断する時に影響 を与 え, 肯定的な気分 で

高ま り , 落胆 した気分で 下 が る+ と い わ れ て い

る
5 ) よう に, こ の ような不安 ･ 抑うつ は否定的気

分を増幅させ
,
S E を下げる傾向がある . 抑う つ に

影響を及 ぼす直接的 で 有効な効果は
, 病気を克服

しよう とする感情が 大き い こ と , S E の 期待値が

大き い こ と
, そ して自尊心 が高 い こ と が重 要で あ

り
19 )

, さらに は糖尿病教育 は自尊心 と S E を高め
,

不安 ･ 抑う つ を下げる ことがで きると指摘されて

い る2 0)
. こ れ ら の こ とか ら, S E を高める とともに,

抑う つ を軽減する こ と によ り, H b A I c 値 の 改 善

が期待で きるもの と思 われ る .

2 . 糖尿病患者の療兼指沸の あり方

糖尿病患者 にと っ て は身体的状態で ある代謝機

能の 是正が第
一

優先であり, その た め にイ ン ス リ

ン 注射や内服薬が必要と なる . しか し ,
ス ト レ ス

をは じめと した心理的 ･ 社会的因子 の コ ン ト ロ
ー

ル
, 自己 の 健康 に対する信念 , 家族や 医療従事者

との 人間関係 に働きかける, すなわち S E を高め

る ことも大切な支援 となる .

臨床 の場 で は
,
S E を高 め る た め に最も有効な

方策と して糖尿病教育が あげられ て い る . 堀 江 ら

の 調査21) で も教育入 院あり ･ な し の 比 較 で は
,

｢ あり+ 群 の 方が血糖 コ ン ト ロ
ー

ル が良好で あ っ

た . H u rl e y ら
22) も S E は糖尿病患者の 自己管理
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国 1 Ii b A I c と S E お よ び H A D と の 相 互 関係

行動を高め る こ と が で き, 教育 プ ロ グ ラ ム に S E

の 概 念を組み 込 む こ と を 奨励 し て い る . ま た ,

L o r e n z ら
2 3) によ ると

, 糖尿病教育前 後 の S E と

自己管理技術 の 熟達指数 の 関連を調査 した 結果 ,

s E の 高 い 群は技術 の 熟達が有意に高く,
S E 自体

も教育後が有意に高くな っ て い た . 今 回 の 調査対

象も, 全対象が何らか の 形で糖尿病教育を受けて

い たが, S E に関する働 きか けに 関 して は十 分に

考慮され て い な い こ と が否定 で きず , 今後, 糖 尿

病患者 の療養指導にお ける課題と い える .

また
, 抑う つ へ の働きか けと して は

, 薬物療法

や心理療法も考えら れ る が , S E を高め る援助を

行う こ と で 血糖 コ ン ト ロ
ー ル をより良好な状態に

保 つ こ とが可能になる の で はな い か と考えられる .

以上 述 べ た , H b A I c 値 と S E 3 項 目お よ び

H A D 2 項目 と の 相互関係を概念 図と して示す と

図1 ごとくになると考えられる .

ぁ わ り に

Ⅱ型糖尿病患者73 人を対象に S E
, 不安 ･ 抑う

つ と H b A I c 値 と の 関連 に つ い て調査 し,
以 下 の

H A D -

: 有意差あり

= - = =
: 有 意差なし

ような結果を得 た .

①s E と血糖 コ ン ト ロ
ー ル の 良否を最も予測 で き

た S E は S E - c o pi n g で あり,

②抑うつ ( H A D - d e p e r e s si o n) も血糖 コ ン ト ロ ー

ル と関連 して い た .

③sE -

c o p i n g と S E - e m o ti o n al c o n t r ol およ び S E -

r el a ti o n ship は相互 に関連して い た .

④s E を高め
, 抑う つ を軽減する こ と により, 血 糖

コ ン ト ロ ー ル ( H b A I c 値 の 改善) が 良好 とな

る可能性が示唆され た .
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